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1985年4月26日。国鉄新大阪駅にてK先生 と
一緒になる。 ここよリタクシーで大阪空港に向
かう。京都よりすでにT先生,K先生,H先生,
A先生,H先 生が到着している。16時50分,大
阪空港発,CA(中 国民航)922便。19時20分,
上海空港着。ここでパスポー トを提示して入国
許可を得る。 上海空港は新設で,simpleand
refreshである。空港へ向けて低空で海外線を
過 ぎると,夕暮ではあるが広大な農地 と整然 と
した集落が望まれ,全 体が黄土色の大地が広 が
る。大陸に来たとい う実感がする。1時 間ほど
休憩の後,北 京に向う。 上海発20時20分,北
京着21時20分。もう夜である。空港には,中 日
友好協会の李代表,通訳の周 さん,世 話役の孫
さんが迎 えて くれる。 空港内の貴賓室に通さ
れ,今 回訪中の挨拶 と相互の自己紹介を交す。
税関 も通 らず特別扱いである。コーラとジュー
スが出る。マイクロ・バスで,北京市内の宿舎で
ある友好賓館に向 う。友好賓館は もと蒋介石の
北京別荘であったとい うことである。各 自の部
屋に荷物を置いてから別館食堂に一同集まり,
夜食の接待をうける。時差は1時間早い。北京
麦酒,アヒル卵,オカラ,胡瓜の酢づけ,ビー フ,
ハム,ラー メン。ラ,__.メンがとて もおいしい。中
日友好協会か ら苑とい う人が来 る。朝鮮族で も
と満鉄の駅員さんで,現 在は友好協会の理事,
T先生とは旧知 らしい。 食後 各 自の部屋に戻
り,バスに入って就寝。空港には警備の兵隊が
多く若干 もの ものしい感 じがした。北京宿舎の
空気はきわめて静かで,落着いている。自分 と
自分が急に接近した感 じとなる。時間感覚が変
ってくる。時間の流れが日本 とは違ってくるよ
うだった。上海と北京の空港に着陸す る際,耳
の奥が痛 くなったのは弱った。
4月27日。起床6時30分。外に出て写真を撮
る。庭内の別棟に日本式料亭白雲亭があ り,江
戸前 というのれんがかかっている。バーベキュ
ーとカタカナで書いた園亭 もある。蒋介石の元
別荘は,ただ今,ホテルに改装中のようである。
7時45分,朝食。オカユ,マントウ,その他4品
と リンゴが出る。8時30分,マイクロ ・バスで
出発。中国社会科学院に向かう。大 きな建設中
のビルであって,社会学研究所の研究者20数名
がすでに待っていて くれる。訪問の挨拶 と団員
の紹介の後,K先 生の日本の産業化 と技術につ
いてのスピーチ。その後約2時 間の討議。中国
社会科学院の研究者の年齢は若 く,女性研究者
も多い。所長は,雷先生であって,「当代中国宗
教問題」の研究者であった。私の専攻を知って
か,自 書 「宗教概論」を頂 く。中国社会科学院
には数十の研究所があるが,こ の日集まってい
たのは社会学研究者の方 々で,そ の専攻分野は
人類学,社会学理論,比較社会学,社会心理学,
青少年心理学,犯 罪学,犯 罪心理学,生 活 と婚
姻 ・家庭の研究,科 学論,外 国社会学研究、ソ
連東欧社会学研究など多岐にわたっている。社
会科学院には,中国社会科学院出版社があ り,
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社会学関係では 「社会学研究」が出ている。社
会学研究所の研究者数は,1984年までは55名で
あったが,1985年現在では91名とな り,72名が
研究者,他 は研究員と雑誌編集員 ということで
ある。社会学研究所は,7つ の研究室に分れて
お り,①社会学理論研究室,② 都市 と農村の発
展研究室,③ 生活様式 と婚姻 ・家庭研究室,④
社会心理学研究室,⑤ 外国社会学研究室,⑥ 青
少年問題研究室,⑦ 「社会学研究」編集室であ
る。中国社会科学院は各地の省市にある社会科
学院の中心的存在であるが,以 上の研究分野は
全国的統一的なもので,と くに北京では①社会
学の原理的研究,② 経済改革と社会変化を独自
な研究テーマとしているとい うことである。研
究室単位の共同研究は,現在15テー マであ り,
研究者個人の研究テーマは72にのぼるというこ
とであった。
さて,研 究所長の雷先生から頂いた ミ宗教概
論ミは,社 会主義国家中国の公式の宗教観に基
づいて書かれている。広東 ・広西 ・湖南 ・湖北
・河南 五省の 人民出版社から出版されて いる
「哲学及社会科学基礎知識シリーズ」のなかの
一冊である。 もちろん私は中国文を十分 に読解
することはできないが,序 論には,マ ルクス=
レーニン主義および毛沢東思想に立脚 して宗教
と宗教問題について 「観察 と研究」をなした も
のと述べている。 第一章はしたがって,「什広
是宗教P」(WhatisReligion?)である。人
びとが,一般に宗教と考 えるもの,例 えば古刹
寺院,教 会,神 秘的塑像,神 が世界と人間を創
造したという故事,苦 海無辺の説教な ど,すな
わち宗教建築,宗 教芸術,宗教的史実,宗 教教
義な どは,宗教に関係し宗教の表現形態であっ
て も,それらは科学的意味での宗教ではないと
論 じ,厳密な意味での宗教 というのは,一種の
社会的意識形態であるとしている。以下,本書
の章題のみあげるならば,宗教の誕生と発展,
中国にある諸宗教(仏 教,キ リス ト教,イ スラ
ム教,道 教)の 歴史,宗 教の社会的本質 と社会
的機能,社 会主義段階での宗教問題,無 産階級
の宗教に対する態度と政策,宗 教の消滅 といっ
た章からなっている。
現在の中国において,宗教(信仰)はどのよう
に取 り抜われているか,仏教の寺院や僧侶はど
のような状態におかれているかは,今回の訪中
の私の関心の一つであった。通訳の周 さんにこ
の問題について聞いてみると,以前は多 くの僧
侶が追放 されたり殺害されたり仏教施設が破壊
された りしたが,現在はそうではないとい う事
であった。言 うまでもなく,現在の中国は「四つ
の近代化」という目標を立てて,近代化路線を進
んでいる。1965年か ら約10年にわたる文化大革
命の激動期をのりこえ,四人組の追放,華国鋒の
過渡的政権を経て,鄰小平の復活 とな り自由主
義世界にも門戸を開 く自由化 ・近代化の体制と
なっている。かつては,継続革命論に指導され
た紅衛兵などによって,「四旧打破」(旧思想・文
化・風俗・習慣の打破)が 叫ばれ,仏教 ・キ リス
ト教 ・イスラム教,道 教 ・1ラマ教といった伝統
的な宗教施設や宗教関係者は,恰好の攻撃 目標
になったことは言 うまで もない。 「孔林」 と呼
ばれ る儒教の聖地 も例外ではなかった。現在の
中国は,国 内の革命 と破壊のあとの傷痕の反省
に立って社会主義体制 とい う大枠の中での自由
主義原理をとり入れはじめている。それ も農業
・工業とい う産業技術部門にとどまらず,学問
・芸術 ・生活様式の面にまでその方針があらわ
れてきているようである。中国社会の全体がこ
のような自由化の体制 となってゆくとき,従来
否定 されてきた伝統的なものの復活 もまたいろ
いろな面で見 られるようになる。華国鋒の時期
に も,著名寺院の復興や四散 した僧侶たちが再
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び寺院に還 ってきたという新聞報道を読んだこ
とがあったが,現在では北京や上海の大都会の
著名宗教施設は一応修理復興が進んでいる。そ
して地方において も文革中に破壊された土地廟
なども続々と再建 されている ということであ
る。中国の政権 も,宗教に対して政治的発言し
た り外国からの干渉がない限 りきわめて寛容と
なっている。中国憲法第46条の 〈公民は宗教を
信仰する自由,お よび宗教を信仰せず無神論を
宣伝する自由を有する〉 という方針に立っでい
るのであろう。最近,昨 年の12月25日の新華社
通信の報道によって も,北京をはじめ中国各地
の教会で数千人のキリス ト教徒がクリスマスを
祝 ったことが報ぜ られた。(1985.12.25.朝日)
辻康吾氏の報告によれば,1980年当時で,中 国
の専門的宗教関係者は約6万 人,そ の内訳は仏
教僧 ・尼僧,ラ マ僧が約2万7千 人,道 教の導
師 ・道姑が約2千6百 人,イ スラム教専従者が
約2万 人,カ トリック聖職者が約3千4百 人,
プロテスタン ト牧師などが約6千 人となってい
て,興 味深いのは,社会主義体制下で各教信徒
はむしろ増加して きたことで,イスラム教徒が
800万人か ら1000万人,カ トリック教徒が270万
人か ら300万人,フ ロ゜テスタントが70万人か ら
300万人に増加 したということである。(辻康吾
著:「 転換期の中国」岩波新書)
さて,旅行 レポー トに もどる。11時30分,社
会科学院を辞 して,宿舎の友好賓館に戻 る。昼
食メニュー,と りの油あげ,魚(あるいはふか)
の炊いたもの,肉料理2種,胡 瓜の酢の もの,
スープ,白飯。北京 ビールを飲む。13時30分,
北京大学へ向けて出発。北京大学は,北京市の
西北,空 港に近いところにあって相当時間がか
かった。大学の応接室であろうか古風な建物で
社会学系の先生たちの懇談。北京大学の教授の
先生方 もすべて人民服を着ていて,街 の人たち
とほとん ど区別がつかない。当方のK先生が,
「日本の社会学の動向」と題 してスピーチ。そ
のあと,中国の人口問題,社 会学とマルクス主
義 といった問題に花が咲 く。 北京 大学の案内
書,カ リキュラム,「社会学概論」,大学のバ ッチ
など贈呈をうける。北京大学は自然科学系の学
部とリベラル・アーツと社会科学の二学部制で,
自然科学部は数学科,力 学科,物 理学科,技術
物理学科,エレクトロニクス科,地球物理学科,
化学科,生 物学科,'地質学科,地理学科,コ ン
ピューター理論とテクノロジー学科,心 理学科
の12学系か ら成っている。 リベラル ・アーツと
社会科学部には,中国語中国文学科,史 学科,
考古学科,哲学科,経 済学科,法 学科,国 際政
治学科,図書館学科,社 会学科,西 洋言語西洋
文学科,英 語英文学科,東洋言語東洋文学科,
ロシヤ語ロシヤ文学科の13学系と,マルクスe
レーニン主義の教育研究部門がある。その他に
19の研究所をもっている。宗教については,南
アジア研究所で,調査対象にあげられていると
いうことであった。
北京大学訪問の帰途は,王府井大街の中華料
理店 凍 菜順風館ミに向かい,中 日友好協会の
招待宴にのぞむ。料理はシャブシャブである。
この招待宴の主人役は協会副会長の林林先生と
昨日空港まで迎えに来てくれた李先生である。
林林先生は,早稲田大学出身の文学者で,源氏
物語,平 家物語,川 端康成の研究者であり,郭
沫若の友人で もあった人である。
北京は大都会である。道路はとても広い。そ
こを無数の自転車に乗った人々が通っている。
二輪連結のバスは,どれ もこれ もスシ詰めであ
る。職場や工場が3交替制で休日も異なるので
こうした人間の洪水になるということである。
街路の真中にある安全地帯に 〈安全島〉 と書か
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れているのが印象的である。
4月28日。7時 起床。7時40分朝食。ヨーグ
ル ト,パン,コー ヒー。8時30分出発。八達嶺
万里の長城と明帝十三陵の観光に向かう。中国
の観光地は,距 離がある。目的地に着 く前に,
定陵の前のレス トランで昼食。定陵の地下墓地
に入 る。深さは100メー トルはあるだろう。観
光地は中国人の観光客で一杯である。 とくに軍
服姿の兵隊 さんの多さと彼 らの若 さに驚 く。14
時,八達嶺に上 り,万里の長城か らの景色をみ
る。お天気よく素晴しい眺望。ブイィルム余す
ところ8枚 。たちまち撮影終る。北京の宿舎へ
の帰路,T先 生とK先生の乗った車が接触事故
をおこす。しかし,たいしたことはなかった。北
京市に帰る帰途,北京の友誼商店に案内される。
4月29日。7時30分起床。7時45分朝食。10時
出発。先ず天壇 を訪れ,つ いで観光のメインで
ある故宮博物館に向かう。歴代中国皇帝の居城
であった紫禁城の広大さに驚 く。つ ぎか らつぎ
へ と巨大な建造物があらわれる。 ここで皇帝の
権力を誇示する壮大な儀礼が行なわれたであろ
う。アメリカ製スペ クタクル映画で見た とおり
である。故宮を辞して離宮であった頤和園に向
か う。西大后の居室というところで,宮廷料理
が出る。頤和園 も各地からの観光客で一杯であ
る。食堂でわれわれがあんまりのんびり構えて
いるので,美人の中国人ウェ^.トレスがガチャ
ガチャ片付けを始めたのが印象に残った。夕刻
前日の中国側招待宴に対する返礼宴を,玉府井
の北京姥鴨店で催す。中日友好協会の李代表,
苑理事,社 会科学院の事務長 と陵さん(経 済学
者で=昨年訪 日中仏大社会学研究所で講演 され
た。)が出席。自由に会話ので きる気楽な宴席で
あった。問題の北京 ダックは,料理の前に鴨の
現物をみせるほど名物なのだけれども,料理の
一番最後に食卓に出るので,食 いしん坊の私 も
十分食べられなかった。宿舎への帰途,通 訳の
周 さんに特に頼んで天安門広場に案内して もら
う。時間は15分間。 とてつ もない大きな広場で
ある。しかし,「五一」(メー デー)の前 々夜に当
っていたのだが人影 も少なく,ところどころに
ある照明 も暗い,時折 ものすごいスピー ドで自
動車が通 りす ぎる。広場の中央には,高 さ40m
の人民英雄記念碑が 照明の 中に浮び上ってい
る。中国ではメーデーは,完全に国定の祝 日と
なっている。
4月30日。6時30分起床。7時30分朝食。
直 ちに北京空港に向かう。早朝の空港には,李
理事が見送 りに来て下 さる。北京発9時50分,
CA1227便。国内線なので飛行機はずっと小 さ
い。11時30分,西安着。空港まで陝西省外事部
の役人さんが二人迎えに来て くれている。西安
滞在中の日程である 「活動日程」を渡される。
宿舎はソ連の造った人民大厦。宿舎へ向か う途
中,街 路の真中にある広告塔に文革のときのス
ローガンが消されずに残っていた。12時,昼食。
14時,ホテルを出発。陝西省博物館見学。16時,
西安市の南端に立つ大雁塔に参拝。西安は中国
の古都だが,北 京と比べるとずっと田舎で,の
んび りした感 じである。大雁塔にも大変 な数の
観光客(ほ とんど中国人)が 押しよせている。
塔の半分位の高 さに上ると西安市全域が望まれ
る。それよ り上は危険で上れないということで
あった。一同は大雁塔のこ住持の永明法師とい
う方に紹介された。小柄で農夫のようなお坊さ
んであった。
大雁塔にも多 くの仏像がある。仏像の前には
丸い枕のようなものが置かれていて,中国人は
そこで膝を折って五体投地の拝礼 をするのであ
る。堂内一杯の観光者の中で中年の婦人が二人
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昔ながらの礼拝をしていた。
現代の中国の宗教事情を考えるには,都市 と
地方の慣習の相違,党 員 とそうでない一般民衆
との宗教に 対する意識の相違を考えなけれぼ
ならないと思 う。現代の中国では,一般民衆の
宗教信仰についてはきわめて寛大になっている
ことは先に述べた。そして多 くの仏教寺院をは
じめ伝統的な宗教施設は復興 されているが,そ
れは民族の文化的遺産としてであり,また観光
資源としてである。日本の仏教の現状を観光仏
教 と評する人があるが,中 国において も事情 は
同様である。そして,一般大衆 も労働の合聞の
観光地 として大半が仏教寺院を考えているので
はないだろうか。各種の仏教団体や宗教団体の
活動 も,中国政府にとってみれば団体の国際交
流を通じての友好促進が目的なのであろう。現
在の中国は約12億の人口をかかえている。それ
を指導する共産党員は約4000万であるというこ
とである。文革のときに多数の知識人 ・文化人
も殺害された りしたので,社 会の指導的勢力で
ある知識人の不足に悩んでいる。中国のインテ
リ度は,党員100人の うち大卒が2,3人という
ことである。(浅 川健次著:鄲 小平新時代,有
斐閣)社 会革命 は前衛によって長い 準備期間
と大衆動員によって達成 されるのであろうが,
政治権力の奪取によって新体制の社会となって
も民族の伝統的な生活様式 ・慣習 ・諸観念のす
べてが変わるわけで もないであろう。文化枠 と
しての民族の根底にある伝統的なものは長 く残
存するのであろう。知識人 と一般民衆の宗教に
対する対応 も,ちがった ものである。北京や上
海 といった中国の大都市では,葬礼は故人の属
していた居住委員会と職場委員会の双方におい
て合同で行なわれ,一週問または十日間の服喪
期間中に形見わけや財産分割が行なわれ るとい
う。遺骸は火葬にふされ,遺 骨は公共の施設に
安置されるとい う。しかし,こ うした現代風の
葬儀は大都会の人びとに限 られてお り,農村地
方や地方都市では昔なが らの葬列を組んだ葬儀
が行なわれているのではないかと思 う。宗教専
門職 も,平生の職場を離れて宗教儀式 としての
葬儀は参加しているのではなかろうか。現代の
中国はまた,50余の少数民族をかかえた多民族
国家なので,宗教問題は少数民族対策問題で も
ある。社会科学院などでの宗教研究は,概ね,
そうした少数民族の もつ習俗 ・伝統的生活様式
の調査研究としてなされている。少数民族の政
治的代表者について も,宗教信仰の自由は保障
されていて,中心的民族である漢民族に関して
のみ,共産党員には宗教の信仰は禁 じられてい
るということであった。
6時30分夕食。7時30分,泰山文化宮という
西安の劇場で,民族舞踊劇 ミ兵馬俑の魂ミを観
劇,内容は秦始皇帝の建国物語である。西安は
シルク ・ロー ドの入口,美人多しと聞く。
5月1日。西安の二日目。7時起床。7時30
分朝食。8時30分,出発。乾陵観光に向かう。
道のりは遠かった。中国の道路はかなり幅があ
り,両側にポプラかアカシアの並木が延々と続
く。目的地に向かう途中,咸陽の街を通過する。
この辺では民家はレンガ造 りでなく土べいをめ
ぐらした土の家が多い。赤い乾燥した土地が ど
こまで も続 く。バスに揺られながら私の小学生
の頃 中国と 日本は戦争をしていた事を想い出
す。この風景は戦争中に写真や画報でみた風景
なのである。
乾帝陵と今」つの未公開の泰山公陵墓を見学
させて もらう。地下数十メー トルの深さで あ
る。過去の盗掘の跡 もある。冷蔵庫の中のよう
に冷い。泰山公陵墓の食堂で昼食をとる。西安
は地方都市ということもあって,食堂は相当不
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潔であった。
乾帝陵見学の後,西安市の美術工芸専門店に
案内される。5時,宿 舎の人民大厦に戻 る。6
時,陝西省の副主席に当る人が,ホ テルで歓迎
宴を開いてくれる。西安のフル ・コースは,中
国に着いてから最高においしいものであった。
夜,西 安の市街 にK先 生,H先 生と散歩に出
る。 西安の街 も夜 おそくまで商店は 開いてお
り,人びとの群れで一杯である。何の危険 もな
く群衆の中を遊泳できる。
5月2日。7時 起床。7時30分,朝食。8時
30分,マイクロ・バスで出発。今日の観光地は,
午前は華清池,午 後は兵馬俑博物館である。華
清池は,楊貴妃が入浴したとい う中国の有名な
温泉池であ る。また,張学良が蒋介石を和平会
談後逮捕した西安事件の舞台で もある。われわ
れ も同行二人ずつ僅かな時間湯につかる。ここ
も一杯の観光客である。入浴後,廻 廊に腰かけ
て休んでいると,突然大声で言い争 う声が聞え
た。観光の中国人家族が何かで喧嘩をし始めた
のである。中国の人の喧嘩をみたのはこれが始
めである。主人 らしい男がお互いに背 をそらし
胸を張って口上を述べ るような調子で喧嘩して
いる。警戒中の若い警官が二人やって来たが,
ニヤッと笑って放 とけという表情をして直ぐに
立去った。13時,兵馬俑博物館につく。学校の
運動場がすっぽ り入ってしまうような大きな建
物の中に兵馬俑軍団が発掘されたままの姿で並
んでいる。 写真撮影は禁止である。 俑の数の
多さもさることなが ら,それぞれの人形が個性
的な顔をしていて写実的なことに驚 く。博物館
の周辺には,布 を屋根にした住民の干店が一杯
ならんでいて,観光客に民芸晶などを売 りつけ
ている。この辺の中国の人びとは北京の市民た
ちと違 ってずっと貧しく地方的であった。ラク
ダが数匹いて,少 年に1元 渡す と乗せてくれ
る。A先生,K先 生,K先 生 もラクダの背にま
たがって得意そうである。秦始皇帝陵も,実に
広大な ものであった。陵への大 きな道路わきに
は,い くつ もの石造の人形がたっている。16時
人民ホテルに戻 る。17時ホテル出発。18時25分
西安空港から上海へ向けて出発。CA5202便。
上海着,20時30分。 もう夜である。空港で待つ
こと数十分,上 海社会科学院の研究者一人と政
治局の一人が,迎 えに来てくれる。宿舎に 直
行。宿舎のホテルは錦江飯店である。建物の外
に出て,ラ ーメンを食ベ ビールをのむ。西安に
比べ ると上海は近代的大都市である。
5月3日。起床7時 。朝食7時30分。食堂は
錦江飯店11階である。錦江飯店はヨ,一.pッパ ・
スタイルのホテル。ルームも広 く置かれている
調度品 も素晴しい。大 きなミラーの前のお湯 も
ふんだんに出る。ヨーロッパ人,ア メ リカ入,
イン ド人など,宿泊者は人種の見本市である。
8時30分,上海社会科学院に向かう。ここの科
学院は,女学校の建物 をそのまま利用している
そうである。9時 より11時まで,自己紹介 の後,
雑多な懇談 をする。仏教大学学術訪中団 という
名称のせいだろうか,上海の社会科学院側の研
究者は,宗教 ・仏教の研究者ばか りであ り,し
か も,古代 ・近代中国仏教史,文 化人類学の研
究者であった。話題は現代の宗教問題について
集中した。なかに,60歳前後の方で高振農 と名
乗 られた研究者が居 られた。今回のわれわれの
訪問に対す る科学院側の世話人 らしく,前日夜
おそく空港まで迎えに来て下さり,出発のとき
は見送って下さった方である。懇談のとき,中
国百科事典に仏教の項 目に執筆したと話されて
いた。次の日,バスの中で私に論文を下 さった
ので,こ こに紹介してお く。高先生は,清 代 ・
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近代仏教史の研究者らしく,頂いた論文の題 目
をみると,縁仁山,熊十力,欧 阻竟元,呂 澂な
どの史実研究である。 中国 近代化の 中で仏教
く者)の 果した役割などを研究されているので
あろうか。中国社会科学院の雷先生,上 海での
高先生など,私の専攻を知って著述を下さった
ので,専攻が近いということは大変有難いこと
だと思う。
12時。錦江飯店に戻 って昼食。13時30分,出
発。「文明単位」と称 される住民の自治組織を見
学する。静安区にある居民委員会であって林立
するアパー ト群の中にあった。日本で言えば町
内会事務所 といったところである。例のごとく
花茶の接待 をうけた。ここでは自治会の役員 さ
んは年輩の方ばか りである。大変不躾 けな質問
であったが,葬 式はどのようにするかと聞いて
みたら,内容は十分わか らなかったけれども,
職場関係と地域関係の合同で最後のお別れをす
るということであった。
居民委員会を辞してか ら,上海の禅寺玉仏寺
を拝観す る。玉仏 というのは,玉で造られた釈
迦像で座像 と臥像であった。材質のためか,女
性的でなまめかしい仏さまであった。玉仏寺 に
は,仏教学院 も併設されていて,多数の中国禅
僧がいた。先日の西安大雁塔で観た仏像 もそう
であるが,中 国寺院の仏像は,大衆信仰に根差
した現世利益的信仰対象のような感 じが強い。
崇高とか芸術的とかい う表現にはほど遠いよう
な感じがす る。玉仏寺の訪問者 も,現在はほと
ん ど観光客である。仏教寺院 も他国からの訪問
者 との友好促進の観光資源として機能 している
ようである。一般大衆が旧習によってであれ,
現世利益の祈 りを捧げていて も,現在の中国政
府はあまりやかましく言わなくなっている。
上海の友誼商店に案内される。友誼商店は各
地にあるが,北京の店が一番豪華である。入 口
に見張番演いて,外国人と華僑は入れるが一般
の中国人は追い返されている。店員 もまたここ
は外国であるとい う意識をもっていて,人民幣
を出す と断わられる。K先 生とT先生とで,南
京東路 ・西路を歩 く,街路 も商店 ・百貨店 も群
衆で溢れている。6時30分,上海対外友好協会
の招待宴にのぞむ。場所は黄浦江の河べ りに立
つ上海大厦の上層階であった。このホテルは古
いのか再建築中かわからないが,エ レベータを
乗 り継 ぎして部屋に案内された。通路の照明 も
暗 く,足許 も危い。招待宴はこれで三回目。上
海での主人は,友好協会の馬先生であった。眼
鏡をかけ長身の トルコ系の 人とい うことで あ
る。21時,宿舎の錦江飯店にもどる。われわれ
の十日問の中国旅行に同行して世話をして くれ
た通訳の周さんに,感 謝の意をこめて朱の花瓶
を贈呈する。われわれの「当代中国初体験の旅」
は終った。明日は,上 海発CA915便で日本に
戻 る。通訳の周 さんには,船 でやってくる観光
客の世話とい う新 しい仕事が待っているとい う
ことである。
最後に概括的な現在中国の印象を書 く。中国
に行って驚 くことは,先 ずその領土の広 さと人
間の夥 さである。大都市の大街での自転車の洪
水,観 光地には休暇中の中国人民衆が溢れてい
る。兵隊 さんの多いのにも驚 く。しかし日本の
都市の雑踏 とはどこか違 う。日本の場合は,人
間はカラフルで個性的ではあるが,バ ラバラで
無方向な群衆の感 じであるが,中 国では,不思
議な安定感 をもった人びとである。民衆の生活
水準は低いか もしれないが芝生活の活力と満足
感は高いのか もしれない。 自転車とミシンと時
計 という 「三つの廻 るもの」がようや く普及 し
た段階だという。 自動車や 各種 電化製品など
は,高嶺の花であろう。観光地で中国製カメラ
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をいじくる青年は得意 そうであった。街で見か
けた女性にも,ハイヒール姿 もあるしカラフル
なブラウスを着た人 もいた。生活のエンジョイ
において,中 国人に競争心が ないということ
が,あ の不思議な安定感の理由であろうか。北
京では レンガ造 りの 旧家屋が どんどん毀 され
て,あ ちこちにレンガの山が見 られた。他方,
労働者のための高層鉄筋アパー トが建設中であ
る。都市計画がただ今進行中である。人間の都
市集中とその制限,あ るいは人口の地方分散 と
いうことも行政府の頭の痛いところだという。
近代化は,先ず軍事や基幹産業の近代化である
が,根底には生活水準の向上 という共通目標が
ある。外国からの科学技術の導入,外 貨獲得 も
そのための手段であろう。中国が自由主義体制
に門戸を開いたのも,イデオロギー問題を抜 き
にして,国家的規模で生活水準を向上させるた
めである。しかしまた,自 由化のゆきすぎから
各種の経済犯や一部特権層の富裕化が見 られる
という。皮ジャンパーを着て大型バイクを乗 り
廻す青年は,党 幹部や 政府要人の子弟だとい
う。しかし自由化の弊害が現われているとして
も,現在の中国がある方向に走 り出しているこ
とは事実である。今一つ印象に残 るのは,社会
的に男女差別が見 られないことである。同一労
働同一賃金の原則が徹底 していて,男女同権 ・
平等意識は,日本 よりも高いのではないだろう
か。しかしまた,通訳の周 さんがふともらした
ように,女性が強 くなることが中国の男性にと
って脅威でもあるらしい。 ともあれ,中 国は革
命の激動期を過 ぎて,ぼ う大な諸問題をかかえ
て新 しい原則の社会主義社会建設の実験中であ
る。昨年の8月,日 本政府は首相はじめ関僚の
靖国公式参拝を挙行 した。神道的礼拝形式をと
らず,い わゆる宗教色を薄 めての公式参拝であ
った。 この日本政府の行為に対して,中国では
天安門前で北京大学の学生による抗議デモが行
なわれ,各 地の壁新聞に日本の軍国主義復活を
非難する文章が書かれたのである。中国の政府
高官がこうした中国学生の動 きに理解を示す発
言を示すや,日本政府は中国に対して弁明をし
た り,秋の例大祭の首相の参拝は中止とい うこ
とになった。靖国神社公式参拝 という政治的あ
るいは宗教的行為は,単 なる日本だけの国内問
題ではなくして,国際的な波紋を呼ぶ問題 でも
あったのである。 現代 中国の 宗教事情に つい
て,僅かな滞在期間では何ほどのことも知 るこ
ともできなかったけれ ども,宗教と政治の問題
は,楯 の両面のごとく表裏の関係にあり,信教
の自由や政教分離といった原則は,近代社会に
とっては必須の要件であることを認識せぎるを
得なかった。現在の中国は,日本のわれわれに
とってそんなに遠い国ではない。
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